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「軽量で耐久性に優れる新しい横断歩道橋の床版技術」
に関する技術確認書





	技術名称
	

	（副題）
	

	提出日
	令和　年　月　日














	所属
	

	氏名
	














※リクワイアメントに照らして必要な確認事項が整理されているかどうかを確認するために必要な情報ですので漏れがないように記入願います。なお、記入枠等の条件から、別途資料を添付することは構いません。
※該当する項目については、原則すべて記入願います。不明な場合は、「応募資料作成要領」記載の「問合せ先」にご連絡願います。


	　
	リクワイアメント
	リクワイアメントに関する確認事項記載欄

	必　　須　　事　　項
	①材料特性が明らかで保証されていること
	※　適宜欄の高さを修正してください。
※　次ページ以降の各欄の記載事項を確認の上、リクワイアメントが満足していることを確認できる事項を、根拠資料を添付し、記載してください。

	
	②腐食しない又は腐食しにくい高耐久性を有すること。材料劣化のメカニズムが明らかであること
	※同上

	
	③耐久性能の確保の方法が明らかであること
	※同上

	
	④点検による状態の把握が可能であり、補修や交換の必要性が判断できること
	※同上

	
	⑤群集荷重に対する耐荷力評価式が明らかであること。
床版形状と使用材料のパターンが決まっている場合は、そのパターン毎に耐荷力が明らかであること。
ただし、立体横断施設技術基準（S53.3）Ⅱ横断歩道橋編の規定に従い必要な耐荷力を有していること。
	※同上

	
	⑥従来の床版（320kg/m2）よりも軽量であること
	※同上

	
	⑦従来の床版よりも安価に施工・維持管理できること
	※同上

	その他
	⑧床版の交換方法が明らかであること
	※同上

	
	⑨施工品質が確かであり、施工品質の確認方法が明らかであること
	※同上




【各欄の記載内容】
	　
	リクワイアメント
	確認事項
	根拠資料例

	必　　須　　事　　項
	①材料特性が明らかで保証されていること
	1)使用材料の機械的性質











2)使用材料の化学組成・科学的性質






3)複数の材料間の化学反応の有無
	1)以下の試験結果等
・公称応力・ひずみ曲線の形状と再現性
・持続荷重に対する性質と再現性
　リラクゼーション、クリープ、乾燥収縮
　遅れ破壊
・載荷速度に対する性質と再現性
・温度に対する性質と再現性
・衝撃に対する性質と再現性
・繰返しに対する性質と再現性
・熱膨張・熱収縮と再現性
・熱影響（溶接性など）と再現性
等
2)以下の試験結果等
・腐食、酸化の有無
・イオン化傾向
・加水分解の有無
・紫外線劣化の有無
・オゾン劣化の有無
・耐酸性、耐アルカリ性
等
3)以下の試験結果等
・異種金属接触腐食
・セメント中水分に対する加水分
等
なお、ＪＩＳ等の材料規格がある場合は併せて添付すること

	
	②腐食しない又は腐食しにくい高耐久性を有すること。材料劣化のメカニズムが明らかであること
	1)使用材料の性質を踏まえた劣化要因
2)劣化要因に対する促進試験の有無
	1)①を踏まえて想定される劣化要因

2) 1)の促進試験結果等（①に示す試験結果と重複の場合はどの試験が該当するか記載）

	
	③耐久性能の確保の方法が明らかであること
	1)耐久性確保の方法（道路橋示方書（H29.7）Ⅰ共通編6.2(1)に規定する耐久性を確保するための方法1から3のいずれかを記載）
2)想定している耐荷力等の性能が確保できる期間
	1)①②④を踏まえた、耐久性確保の方法及びその選定の考え方





2)①②を踏まえた、耐荷力等の性能が確保できると考えた期間及びその設定の考え方






	　
	リクワイアメント
	確認事項
	根拠資料例

	必　　須　　事　　項
	④点検による状態の把握が可能であり、補修や交換の必要性が判断できること
	1)健全性の診断に必要な床版の状態把握方法（床版内部も含む）
2)必要な機器等
	1)床版の劣化要因、構造条件、主桁や横桁との取り付け方法を踏まえた、点検着目箇所と変状の種類

2) 1)を踏まえた状態把握の標準的な方法。必要に応じて活用が想定される機器等

	
	⑤群集荷重に対する耐荷力評価式が明らかであること。
床版形状と使用材料のパターンが決まっている場合は、そのパターン毎に耐荷力が明らかであること。
ただし、立体横断施設技術基準（S53.3）Ⅱ横断歩道橋編の規定に従い必要な耐荷力を有していること。
	1)耐荷力評価式





2)床版形状と使用材料のパターン毎の耐荷力



3)立体横断施設技術基準（S53.3）Ⅱ横断歩道橋編に合致していること
	1)耐荷力評価式の設定根拠となる耐荷メカニズムと用いた理論の成立性の確認結果
（図-1に示すような載荷試験から得られた耐荷力－変位関係から設定した損傷とそれを代表する限界点と、用いた理論から設定した耐力評価式の比較等）
2)図-1に示すような分布荷重を想定した鉛直載荷試験の実施結果と設定した耐荷力の床版パターン毎の比較等（図-2に示す主桁間隔や横桁間隔を想定しているが、必要に応じて縦桁や横桁を追加することも想定してよい。）
3)床版にかかる活荷重4.9kN/m2に対する安全余裕（この活荷重に対して何倍の荷重まで、弾性範囲であるか確認する等）

	
	⑥従来の床版（320kg/m2）よりも軽量であること
	1)構成断面

2)平米あたりの重量
	1)図-2に示す横断歩道橋を対象とした床版断面図（寸法入り）
2)算出根拠
・断面図から得られた諸元を踏まえた各使用材料の重量の特性値を用いて算出した結果
・実物から算出した結果
等

	
	⑦従来の床版よりも安価に施工・維持管理できること
	1)床版単価・施工費
[bookmark: _Hlk26807305]2)維持管理上のコスト面での優位性
	1)⑥1)の断面を想定した床版単価・施工費
2)③2)の記載内容を踏まえた維持管理上必要となる点検、補修に対するコスト面での優位性を記載。一般的な横断歩道橋の点検方法や損傷は定期点検要領等を参考にしてよい。


※立体横断施設技術基準（S53.3）
https://www.mlit.go.jp/road/sign/kijyun/pdf/19780322rittaioudann.pdf
※横断歩道橋定期点検要領（H31.2）
http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo4_4.pdf




	　
	リクワイアメント
	確認事項
	根拠資料例

	その他
	⑧床版の交換方法が明らかであること
	1)床版と主桁や横桁との取り付け方法
2)床版の交換手順（施工手順）
3)施工に必要な範囲（床版1枚あたりの施工であればその1枚あたりの施工に必要な範囲）
4)交換に必要な機材
	1)～4) 図-2に示す歩道橋を対象に施工一般図に必要情報を記載

	
	⑨施工品質が確かであり、施工品質の確認方法が明らかであること
	1)床版の施工・製作方法
2)部材精度、組立精度
3)施工・製作品質の確保に必要な検査、記録
	1)～3) 施工フローを示し、各段階での施工精度や確認事項を記載
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a)鉛直載荷試験の例

[image: ][image: ]側面図
断面図

  
b)形状パターン毎に耐荷力を把握する場合の例

図-1　載荷試験方法の例
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図-2　対象とする横断歩道橋の諸元の例
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